
『
稚

児
今

参
り

物
語

』
成

立
私

考
－

和
歌

受
容

の
側

面
か

ら
－

片
岡

麻
実

一
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
研
究
史
概
括

『
稚
児
今
参
り
物
語
』
は
室
町
後
期
に
成
立
し
た
物
語
で
、
比
叡
山
の
稚
児

が
垣
間
見
し
た
内
大
臣
の
姫
君
に
懸
想
し
、
女
装
を
し
て
姫
君
の
女
房
に
な
る

と
い
う
稚
児
物
と
し
て
珍
し
い
趣
向
の
物
語
で
あ
る
。

か
つ
て
市
古
貞
次
が
古
典
文
庫
に
翻
刻
し
て
以
来
（
市
古
貞
次
『
未
刊
中
世

小
説
一
』
古
典
文
庫
、
一
九
五
四
年
）
、
鈴
木
弘
道
が
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語

の
影
響
作
品
」
（
『
平
安
末
期
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
』
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七

一
年
）
で
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
趣
向
・
文
章
等
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
だ

が
二
〇
〇
五
年
に
染
谷
裕
子
の
「
絵
巻
に
お
け
る
本
文
と
画
中
詞
比
較
の
試
み

－
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
場
合
」
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
「
稚
児
今
参
り
物

語
」
単
独
の
研
究
論
文
は
な
か
っ
た

（
１

）。

染
谷
は
美
濃
部
重
克
に
よ
る
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
絵
巻
に
つ
い
て
の
指
摘

（
２

）
を
踏
ま
え
、
国
語
学
者
の
立
場
か
ら
、
画
中
詞
と
絵
巻
本
文
の
会
話
文

に
見
ら
れ
る
表
現
の
違
い
、
例
え
ば
「
侍
り
」
と
「
候
」
の
使
い
分
け
等
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る

。

中
世
王
朝
物
語
（
擬
古
物
語
）
は
王
朝
物
語
、
特
に
『
源
氏
物
語
』
の
影
響

を
受
け
て
、
さ
ら
に
そ
の
流
れ
か
ら
お
伽
草
子
が
発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
主
人
公
の
稚
児
が
女
装
す
る
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
は
「
擬
古
物
語
、

特
に
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
を
模
倣
し
た
作
品
」
と
す
る
鈴
木
弘
道
の
評
価

は
正
し
い
。

『
お
伽
草
子
辞
典
』
の
「
稚
児
い
ま
参
り
」
の
項
で
、
濱
中
修
が
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
「
秋
の
夜
長
物
語
」
か
ら
の
影
響
に
加
え
て
、
「
花
世
の
姫
」
な

ど
の
姥
皮
型
モ
チ
ー
フ
と
の
関
連
、
「
貴
船
の
本
地
」
「
御
曹
子
島
渡
」
と
の
類

似
を
指
摘
し
て
い
る

（
３

）。
同
辞
典
「
天
狗
草
紙
」
の
項
で
は
、
徳
田
和
夫
が

お
伽
草
子
「
是
害
坊
絵
巻
」
「
稚
児
今
参
り
」
「
天
狗
の
内
裏
」
等
に
お
け
る
天

狗
説
話
を
背
景
か
ら
、
「
天
狗
草
紙
」
の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る

（
４

）。

岩
瀬
文
庫
蔵
・
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
が
『
室
町
時
代
物
語
大
成

第
九
』

に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
、
『
稚
児
今
参
り
絵
巻
』
は
『
御
伽
草
子
絵
巻
』
に
翻
刻

と
絵
が
掲
載
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
（
翻
刻
・
注
釈
）
阿
部
泰
郎
監

修
、
末
松
美
咲
編
「
『
ち
ご
い
ま
』
物
語
絵
巻
・
絵
本
研
究
資
料
集
」
、
二
〇
一

二
年
に
は
（
翻
刻
・
注
釈
）
阿
部
泰
郎
監
修
・
末
松
美
咲
編
「
『
ち
ご
い
ま
』

全
注
釈
」
が
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
比
較
人
文
学
研
究
室
か
ら
発
表
さ
れ
た

（
５

）。
近
年
で
は
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
（
ち
ご
い
ま
）
の
講
演
・
口
頭
発
表
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等
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
６

）。

し
か
し
「
稚
児
今
参
り
物
語
」
の
先
行
研
究
は
、
絵
巻
の
画
中
詞
と
本
文
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
事
が
主
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い

ま
』
の
構
想
・
比
較
・
成
立
論
に
関
し
て
の
先
行
研
究
は
少
数
で
あ
っ
た
。
そ

の
要
因
と
し
て
鈴
木
前
掲
書
に
お
い
て
、
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
や
『
秋
の

夜
長
物
語
』
の
趣
向
を
模
倣
し
た
作
品
と
紹
介
さ
れ
た
事
が
影
響
を
与
え
た
可

能
性
が
あ
る
。
第
二
に
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
に
注
釈
が
付
け
ら
れ
た
の
は
、

阿
部
前
掲
書
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
か
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
構
想
・
成
立
に
関

す
る
本
格
的
な
論
考
は
他
の
お
伽
草
子
に
比
べ
る
と
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
和
歌
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
成
立
の
事
情
・
背
景
を

考
え
て
み
た
い
。

二
、
『
時
慶
卿
記
』
と
『
ち
ご
い
ま
』

絵
巻
と
奈
良
絵
本
と
の
相
違
点
で
特
に
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
以
下
の
五

点
で
あ
る
。

①
稚
児
の
髪
型
の
相
違

②
姫
君
が
山
中
を
さ
ま
よ
う
場
面
で
本
文
に
は
川
が
な
い
と
書
か
れ
て
い
る

が
奈
良
絵
本
の
挿
絵
に
は
川
が
描
か
れ
て
い
る
点

③
尼
天
狗
は
絵
巻
で
は
天
狗
の
姿
で
、
奈
良
絵
本
で
は
人
間
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
点

④
絵
巻
と
は
異
な
り
、
奈
良
絵
本
で
は
襖
の
絵
が
「
三
日
月
」
と
四
つ
の
点

の
モ
チ
ー
フ
で
描
か
れ
て
い
る
点

⑤
奈
良
絵
本
の
最
後
に
稚
児
は
「
藤
原
北
家
」
の
流
れ
を
く
む
人
物
で
あ
る

こ
と
が
明
か
さ
れ
る
点

①
か
ら

④
ま
で
は
別
稿
に
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
本
論
で
は

⑤
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
は
室
町
後
期
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
は
江
戸

初
期
の
写
し
と
さ
れ
て
い
る
。
成
立
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
市
古
貞
次
が
『
時

慶
卿
記
』
慶
長
十
年
条
に
「
三
月
四
日

児
今
参
ノ
双
紙
初
而
一
見
候
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
事
を
指
摘
し
た

（
７

）。
「
双
紙
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
冊
子
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五

年
）
以
前
に
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

時
慶
が
『
児
今
参
ノ
双
紙
』
を
目
に
し
て
い
た
事
か
ら
、
公
家
や
宮
中
に
出

入
り
す
る
連
歌
師
、
僧
侶
等
が
奈
良
絵
本
の
改
作
者
、
お
よ
び
読
者
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

西
洞
院
家
に
つ
い
て
村
山
修
一
は
以
下
の
よ
う
に
概
説
し
て
い
る
。

時
慶
の
西
洞
院
は
桓
武
平
氏
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
皇
子
葛
原
親
王
の
子
高

棟
王
に
始
ま
り
、
高
棟
王
が
大
納
言
で
あ
っ
た
ほ
か
、
子
孫
は
平
安
時
代

を
通
じ
て
そ
れ
以
上
の
地
位
に
上
が
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
時
慶
の
時

代
に
至
り
長
男
時
忠
は
権
大
納
言
、
次
男
親
宗
は
中
納
言
、
長
女
時
子
は

平
清
盛
の
室
、
次
女
滋
子
は
後
白
河
天
皇
皇
后
、
三
女
は
平
宗
盛
の
室
、

四
女
は
重
盛
の
室
と
い
っ
た
具
合
に
、
俄
に
栄
華
を
誇
る
有
様
と
な
っ
た

も
の
の
、
清
盛
一
族
の
没
落
後
は
ま
た
元
の
下
層
公
家
の
地
位
に
戻
っ
た
。

（
中
略
）
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
四
月
十
九
日
時
当
（
も
と
時
秀
）
死
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去
に
よ
っ
て
後
嗣
が
絶
え
、
時
慶
が
他
家
よ
り
入
っ
て
再
興
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
西
洞
院
家
は
存
続
し
た

（
８

）。

そ
の
後
、
叔
父
の
飛
鳥
井
雅
春
の
養
子
と
な
り
、
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く
む

西
洞
院
家
の
再
興
を
行
っ
た
。
飛
鳥
井
家
の
祖
・
飛
鳥
井
雅
経
は
藤
原
北
家
の

流
れ
を
く
む
人
物
で
あ
る
。

時
慶
は
医
学
の
心
得
が
あ
り
、
和
歌
に
精
進
し
た
ほ
か
、
吉
田
唯
一
神
道
の

真
髄
で
あ
る
十
八
神
道
の
祭
儀
を
伝
授
さ
れ
た
。
（

９
）。

『
時
慶
卿
記
』
に
は
時
慶
が
閲
覧
し
た
古
典
籍
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
村

山
修
一
が
主
な
古
典
籍
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
以
下
に
記
す

（

10）。

【
和
歌
・
連
歌
】

朗
詠
集

八
代
集

古
今
集

新
古
今
集

後
撰
集

千
載
集

新
千
載

集
古
今
伝
授

拾
遺
愚
草

顕
注
密
勘

詠
歌
大
概
（
定
家
）

百
人

一
首

公
任
集

亜
塊
集

袖
中
抄

至
宝
抄

建
保
百
首

悦
目
抄

井
蛙
抄
（
頓
阿
）

手
尓
葉
大
概
抄
（
宗
祇
）

梁
塵
愚
案
抄
（
一
条
兼

良
）

名
所
方
角
和
歌
抄

詠
歌
大
概
聞
書
（
細
川
幽
斎
）

新
古
秘
説

抄
連
歌
新
式

【
文
芸
】

源
氏
物
語

花
鳥
余
情
（
一
条
兼
良
）

河
海
抄
（
四
辻
善
成
）

狭
衣

物
語

大
和
物
語

伊
勢
物
語

土
佐
日
記

酒
天
童
子

紀
伊
国
鏡
巻

物
語

郎
詠
集

月
光

花
満

今
日
は
三
人
僧

富
士
人
穴

岩
屋

瀧
口

白
氏
文
集

野
槌

曽
我
物
語

【
歴
史
・
政
治
・
宗
教
】

平
家
物
語

神
皇
正
統
記

水
鏡

大
鏡

日
本
書
紀

新
撰
姓
氏
録

応
仁
記

和
漢
合
運
図

延
喜
式

公
家
補
任

貞
永
式
目

元
享
釈
書

九
条
右
丞
相
遺
誡

公
事
根
源

朝
野
群
載

五
代
帝
王
物
語

本
朝

文
粋

唯
一
神
道
名
法
要
集

決
疑
抄

【
漢
籍
類
】

古
文
孝
経

四
書
（
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子
）

老
子

莊
子

尚

書
孝
子
経

古
文
真
宝

蒙
求

周
泰
行
記

遊
仙
窟

説
文
解
字

北
礀
全
集

碧
厳
録

皇
朝
類
苑

【
そ
の
他
】

草
人
木

樵
談
治
要

和
名
抄

拾
介
抄

年
代
記

時
慶
は
細
川
幽
斎
な
ど
文
学
を
嗜
む
仲
間
か
ら
本
の
貸
し
借
り
を
し
て
い
た

点
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
写
本
が
少
な
い
点
か
ら
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い

ま
』
を
制
作
し
た
人
物
は
時
慶
と
交
流
が
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定

さ
れ
る
。
こ
の
想
定
を
ひ
と
ま
ず
作
業
仮
説
と
し
、
そ
の
上
で
作
中
和
歌
の
詠

出
手
法
と
、
こ
の
想
定
と
が
綺
麗
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、

考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三
、
鎌
倉
時
代
物
語
と
の
類
似

鈴
木
弘
道
は
『
平
安
末
期
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
』
に
お
い
て
、
『
ち
ご
い

ま
』
と
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
は
本
歌
を
同
じ
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
引

歌
を
指
摘
し
て
い
る
。

例
え
ば
『
ち
ご
い
ま
』
の
「
せ
き
や
り
た
ま
は
ぬ
御
け
し
き
を
見
た
て
ま
つ

り
お
き
て
い
で
け
る
心
ち
、
た
ま
し
ゐ
は
み
な
御
そ
で
の
う
ち
に
と
ゞ
め
ぬ
る
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心
し
て
か
な
し
さ
な
が
ら
、
さ
て
し
も
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば

（

11）」
は
『
古
今

集
』
巻
第
十
八

雑
歌
下
に
あ
る
「
あ
か
ざ
り
し
袖
の
中
に
や
入
り
に
け
む
我

が
た
ま
し
ひ
の
な
き
心
地
す
る
」
を
引
歌
と
す
べ
き
と
し
て
い
る

（

12）。
東
宮

へ
の
入
内
を
控
え
た
姫
君
が
懐
姫
し
た
後
、
稚
児
に
帰
山
の
催
促
が
あ
り
、
姫

君
と
別
れ
を
惜
し
む
場
面
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
巻
第
十
八

雑
歌
下
に
あ
る
「
世
の
う
き
め
見
え
ぬ
山
路
へ
入

ら
む
に
は
思
ふ
人
こ
そ
ほ
だ
し
な
り
け
れ
」
は
、
『
ち
ご
い
ま
』
の
稚
児
が
天

狗
に
誘
拐
さ
れ
た
後
、
稚
児
の
乳
母
が
行
方
を
探
す
場
面
で
「
山
ち
の
、
ほ
た

し
た
る
人
も
な
け
れ
ば

（

13）」
と
引
か
れ
て
い
る
。
前
掲
の
和
歌
は
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
で
も
複
数
箇
所
に
引
か
れ
て
い
る

（

14）。

鈴
木
は
「
こ
の
歌
を
下
に
持
っ
て
書
い
た
ら
し
い
文
が
『
と
り
か
へ
ば
や
物

語
』
以
外
に
も

見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
ち
ご
い
ま
の
典
拠
は
俄
に
は
断
定
で

き
な
い

（

15）」
と
し
て
い
る
。
鈴
木
が
前
掲
書
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
と

り
か
へ
ば
や
物
語
』
『
ち
ご
い
ま
』
に
は
類
似
点
が
見
ら
れ
る
と
考
え
る
の
が

良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
作
品
成
立
の
事
情
・
背
景
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
『
稚
児
今
参
り
』
の
本
歌
取
り
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
に

そ
の
ま
ま
に

こ
こ
ろ
は
空
に

あ
く
か
れ
て

み
し
お
も
か
け
そ

身

を
も
離
れ
ぬ

（

16）

が
あ
る
。

こ
の
和
歌
の
類
歌
と
し
て
『
風
葉
和
歌
集
』
一
〇
〇
七
番
詠
に

御
志
あ
り
て
の
た
ま
は
せ
け
る
女
の
、
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
な
り
に
け
れ

ば
言
は
で
忍
ぶ
の
嵯
峨
の
院
御
歌

忘
れ
ば
や
と
憂
き
に
幾
度
思
へ
ど
も
な
ほ
面
影
の
身
を
も
離
れ
ぬ

（

17）

が
あ
る
。

前
掲
の
和
歌
は
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
物
語
で
あ
る
。

愛
情
を
も
っ
て
い
た
女
性
が
別
な
男
性
と
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
愛
し

い
女
性
の
面
影
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
歌
だ
。
「
身
を
も
離
れ
ぬ
」

の
語
句
が
使
わ
れ
た
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
全
部
で
十
五
首
あ
る
。
「
面

影
」
か
つ
「
身
を
も
離
れ
ぬ
」
の
組
み
合
わ
せ
は
一
首
の
み
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
に
も

相
撲
の
節
過
ぎ
て
、
筑
紫
に
帰
り
下
ら
ん
と
て
、
す
け
の
中
将
の
も
と
に

ま
か
り
て
よ
め
る

相
撲
の
修
理
亮

数
な
ら
ぬ
身
こ
そ
行
く
と
も
従
は
ぬ
心
は
君
に
立
ち
も
離
れ
じ

返
し

右
中
将

と
ど
む
と
も
心
は
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な
ほ
面
影
ぞ
恋
し
か
る
べ
き

（

18）

と
あ
り
、
類
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
は
『
風
葉
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
た
十
首

の
歌
の
み
現
存
す
る
。
宮
崎
裕
子
は
「
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
復
元

考
」
で
以
下
の
復
元
案
を
ま
と
め
て
い
る
。

筑
紫
の
地
方
官
で
あ
っ
た
修
理
亮
は
、
相
撲
人
と
し
て
参
加
し
た
相
撲
節

を
契
機
に
右
中
将
と
親
密
な
仲
に
な
る
。
任
国
に
戻
る
修
理
亮
は
右
中
将

の
も
と
へ
暇
乞
い
に
訪
れ
、
互
い
に
別
れ
を
惜
し
む
。
修
理
亮
が
再
び
相

撲
人
と
し
て
上
京
す
る
来
秋
の
再
会
を
期
し
て
二
人
は
わ
か
れ
た
。
筑
紫

へ
下
向
す
る
途
中
、
修
理
亮
は
海
辺
で
右
中
将
を
思
い
出
し
、
恋
い
慕
う
。

そ
の
後
、
不
本
意
な
が
ら
も
土
佐
国
室
戸
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
修
理
亮

－24－



は
、
都
の
右
中
将
を
偲
ん
で
春
を
過
ご
し
、
自
身
の
不
遇
を
託
っ
て
内
記

の
聖
に
慰
め
ら
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
修
理
亮
は
都
に
戻
り
、
京
官
で
あ

る
「
修
理
亮
」
に
任
じ
ら
れ
る

（

19）。

一
方
、
山
田
和
則
は
「
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
復
元
試
論
」
に
お

い
て
、相
撲
節
の
た
め
に
上
京
し
た
修
理
亮
は
右
中
将
と
親
し
く
な
る
が
、
相
撲

節
を
終
え
て
筑
紫
に
帰
る
。
そ
の
帰
途
に
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
、
室
戸
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
修
理
亮
は
都
を
思
う
も
の
の
状
況

は
叶
う
こ
と
な
く
、
室
戸
で
生
涯
を
閉
じ
る

（

20）。

と
し
、
流
離
の
物
語
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
成
人
男
性
に
よ
る

同
性
愛
の
物
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
山
田
は

前
述
し
た
よ
う
に
『
す
ま
ひ
』
は
『
狭
衣
』
の
飛
鳥
井
女
君
の
物
語
の
影

響
を
受
け
て
い
る
ら
し
く
、
修
理
亮
を
女
に
見
立
て
る
な
ら
ば
、
女
君
が

難
を
受
け
流
離
す
る
構
造
は
継
子
物
語
な
ど
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
だ

と
言
え
よ
う
。
逆
に
右
中
将
を
女
に
見
立
て
る
な
ら
ば
、
右
中
将
と
離
れ

て
流
離
す
る
修
理
亮
の
心
情
は
、
流
離
の
原
因
は
別
と
し
て
も
、
須
磨
に

お
け
る
光
源
氏
の
紫
の
上
へ
の
想
い
や
り
と
共
通
す
る
だ
ろ
う
。
た
ま
た

ま
そ
の
ペ
ア
が
男
同
士
と
い
う
だ
け
で
、
男
女
の
恋
愛
物
語
と
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
な
い

（

21）。

と
結
論
づ
け
た
。

作
品
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
の
修
理
亮
が
再
び
京
の

都
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
流
離
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
等
は
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
山
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
王
朝
物
語
の
男
女
の
恋
愛
に
変
換

し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
性
の
逸
脱
や
流
離
と
い
う
趣
向
の
類

似
か
ら
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
の
作
者
が
稚
児
の
和
歌
を
制
作
す
る
際

に
、
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
の
修
理
亮
と
右
中
将
の
や
り
取
り
を
念

頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
も
浮
上
す
る
。
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
が
鎌
倉
時
代

物
語
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
物
語
草
子
化
さ
れ
た
経
緯
が

和
歌
に
も
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
離
別
の
和
歌

『
稚
児
今
参
り
物
語
』
で
は
物
語
の
中
間
部
に
稚
児
と
姫
君
が
別
れ
の
和
歌
を

読
む
場
面
が
あ
る
。

さ
て
し
も
、
あ
る
へ
き
な
ら
ね
は
、
あ
け
な
は
、
い
て
な
ん
と
す
る
に
、

し
き
り
に
、
と
り
も
を
と
つ
れ
わ
た
り
侍
へ
れ
は
、
あ
や
に
く
な
る
心
ち

し
て
、
く
ら
ふ
山
に
、
や
と
り
も
と
ら
ま
ほ
し

①
か
り
そ
め
の

わ
か
れ
と
か
つ
は

お
も
へ
と
も

こ
の
あ
か
つ
き
や

か
き
り
な
る
ら
ん

ひ
め
君

②
か
へ
り
こ
ん

い
の
ち
し
ら
ね
は

か
り
そ
め
の

わ
か
れ
と
た
に
も

わ
れ
は
思
わ
す

（

22）

別
れ
を
惜
し
む
稚
児
と
姫
君
の
和
歌

①
②
は
『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
奈
良

絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
双
方
に
含
ま
れ
る
歌
で
あ
る
。
両
首
が
奈
良
絵
本
に
残

さ
れ
た
と
い
う
事
は
、
奈
良
絵
本
の
作
者
が
削
除
し
て
は
な
ら
な
い
歌
と
認
識

し
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
三
角
洋
一
は
、
次
の
よ
う
に
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述
べ
て
い
る
。

㉘
あ
ふ
こ
と
も
つ
ゆ
の
い
の
ち
も
も
ろ
と
も
に

こ
よ
ひ
ば
か
り
や
か
ぎ

り
な
る
ら
ん

『
平
家
物
語
』
巻
十
、
内
裏
女
房

㉙
あ
ら
れ
ふ
り
さ
ゆ
る
霜
夜
に
を
き
わ
か
れ

こ
よ
ひ
ば
か
り
や
か
ぎ
り

な
る
ら
ん

『
忍
び
音
』
５

㉚
か
り
そ
め
の
わ
か
れ
と
か
つ
は
お
も
へ
ど
も

こ
の
あ
か
つ
き
や
か
ぎ

り
な
る
ら
ん

『
稚
児
今
参
り
』
３

㉘
は
一
の
谷
の
合
戦
で
捕
ら
え
ら
れ
た
平
重
衡
が
内
裏
女
房
と
の
最
後
の

別
れ
に
際
し
て
詠
ん
だ
歌
で
、
『
拾
遺
集
』
別
．
三
一
二
「
別
れ
て
は
あ

は
む
あ
は
じ
ぞ
定
め
な
き
こ
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
や
限
り
な
る
ら
ん
」
を
本
歌
と

し
て
い
る
。
こ
の
『
拾
遺
集
』
歌
は
別
れ
の
心
細
さ
と
再
会
の
期
し
が
た

さ
を
う
た
っ
て
、
世
の
こ
と
わ
り
に
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
㉙
の
、

政
略
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
男
君
を
そ
の
新
妻
の
も
と
に
送
り
出
す
女
君
の
歌

に
あ
っ
て
も
、
ま
た
㉚
の
、
女
装
し
て
今
参
り
の
女
房
と
な
り
女
君
に
契

り
を
結
ん
だ
稚
児
が
、
登
山
の
た
め
女
君
と
し
ば
し
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
折

に
詠
ん
だ
歌
に
あ
っ
て
も
、
本
歌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、

㉘
㉙
㉚
の
三
者
間
に
影
響
関
係
は
な
い
か
と
言
う
と
、
少
な
く
と
も
下
の

句
の
一
致
す
る
㉘
㉙
の
間
に
は
な
ん
ら
か
の
影
響
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
く
、

お
そ
ら
く

㉘
か
ら
㉙
へ
と
い
う
方
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
、
『
平
家
』
の
歌
話
の
成
り
立
ち
と
『
平
家
』

そ
の
も
の
の
流
布
と
言
っ
た
問
題
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
思
う

（

23）。

「
か
り
そ
め
の
」
「
か
へ
り
こ
ん
」
の
両
首
が
奈
良
絵
本
に
残
さ
れ
た
理
由
と

し
て
、
『
平
家
物
語
』
の
和
歌
の
影
響
は
あ
り
え
る
の
か
。
他
の
物
語
や
和
歌

か
ら
の
影
響
は
あ
る
の
か
、
検
討
を
す
る
。

『
風
葉
和
歌
集
』
所
収
『
水
無
瀬
川
』
の
和
歌
に

石
山
に
こ
も
ら
む
と
て
出
で
侍
り
け
る
暁
、
女
に

み
な
せ
川
の
左

大
臣

③
今
来
む
と
思
ふ
も
の
か
ら
心
を
ば
と
め
て
ぞ
出
づ
る
有
明
の
月
（
五
四
五
）

返
し

入
道
一
品
の
宮
の
中
納
言

④
帰
り
来
む
ほ
ど
を
も
待
た
ず
消
え
果
て
ば
こ
の
暁
や
限
り
な
る
べ
き
（
五

四
六
）

と
い
う
二
首
が
あ
る

（

24）。

『
水
無
瀬
川
』
は
鎌
倉
期
成
立
の
散
逸
物
語
で
あ
る
。
『
風
葉
和
歌
集
』
に

十
一
首
入
首
し
て
い
る
。
散
逸
物
語
の
た
め
詳
し
い
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

忍
ぶ
恋
・
東
宮
妃
に
な
る
姫
君
の
存
在
と
い
う
点
で
は
『
稚
児
今
参
り
物
語
』

と
類
似
点
が
あ
る
。
『
水
無
瀬
川
』
五
四
六
番
詠
と
の
類
似
を
踏
ま
え
る
と
、

三
角
が
『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
と
『
平
家
物
語
』
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

言
及
を
避
け
て
い
る
の
は
適
切
な
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（

25）。

確
か
に
『
平
家
物
語
』
の
「
こ
よ
ひ
ば
か
り
や
か
ぎ
り
な
る
ら
ん
」
と
『
稚

児
今
参
り
』
の
「
こ
の
あ
か
つ
き
や
か
ぎ
り
な
る
ら
ん
」
は
類
似
し
て
い
る
。

加
え
て
『
水
無
瀬
川
』
「
帰
り
来
む
ほ
ど
を
も
待
た
ず
消
え
果
て
ば
こ
の
暁
や

限
り
な
る
べ
き
」
か
ら
本
歌
取
り
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
散

逸
物
語
『
水
無
瀬
川
』
が
当
時
ど
の
程
度
流
布
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
を
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考
え
る
と
、
『
平
家
物
語
』
巻
十
・
内
裏
女
房
の
和
歌
を
本
歌
と
し
た
可
能
性

の
ほ
う
が
高
い
だ
ろ
う
。

①
②
の
歌
に
引
き
続
き
、
稚
児
と
姫
君
は
別
れ
を
惜
し
む
。
し
か
し
童
に
夜

が
明
け
る
か
ら
と
せ
か
さ
れ
、
泣
く
泣
く
以
下
の
歌
を
詠
む
。

さ
な
が
ら
、
た
ま
し
ゐ
は
、
な
く
〳
〵

た
ち
い
て
ゝ
、
お
の
か
き
ぬ
く

に
な
る
程
、
い
は
ん
か
た
な
く
、
た
え
が
た
し

⑤
き
ぬ
き
ぬ
の

わ
か
れ
は
お
な
し

な
み
た
に
て

な
を
た
か
袖
か

ぬ
れ
ま
さ
る
ら
ん

ひ
め
き
み

⑥
た
か
そ
て
の

た
く
い
も
あ
ら
し

な
み
た
川

う
き
名
を
流
す

け

さ
の
わ
か
れ
に

（

26）

⑤
⑥
の
和
歌
は
ど
ち
ら
も
奈
良
絵
本
の
み
に
存
在
す
る
和
歌
で
、
新
た
に
挿
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
『
平
家
物
語
』
本
三
位
中
将
重
衡
の
歌
、

「
涙
河
う
き
名
を
流
す
身
な
り
と
も
い
ま
一
た
び
の
逢
せ
と
も
が
な
」
を
踏
ま

え
て
い
る
。
こ
の
歌
は
『
平
家
物
語
』
の
覚
一
本
で
は
巻
十
・
内
裏
女
房
、
延

慶
本
で
は
第
五
末
（
巻
十
）
・
重
衡
卿
内
裏
迎
女
房
事
、
『
源
平
盛
衰
記
』
で

は
巻
三
十
九
・
友
時
参
衡
許
・
重
衡
迎
え
内
裏
女
房
に
見
え
る
。
一
の
谷
の
戦

い
で
捕
虜
に
な
っ
た
平
重
衡
が
、
都
の
中
を
ひ
き
ま
わ
さ
れ
て
御
堂
に
監
禁
さ

れ
た
際
、
か
つ
て
恋
人
の
内
裏
女
房
（
民
部
卿
入
道
親
範
の
娘
）
と
再
会
し
、

和
歌
を
や
り
取
り
す
る
場
面
で
あ
る
。

「
わ
が
心
に
お
こ
ッ
て
は
や
か
ね
ど
も
、
悪
党
お
ほ
か
り
し
か
ば
、
手
〻

に
火
を
は
な
ッ
て
、
お
ほ
く
の
堂
塔
を
焼
き
は
ら
ふ
。
末
の
つ
ゆ
、
本
の

し
づ
く
と
な
る
な
れ
ば
、
わ
れ
一
人
が
罪
に
こ
そ
な
ら
ん
ず
ら
め
と
言
ひ

し
が
。
げ
に
さ
と
お
ぼ
ゆ
る
」
と
か
き
く
ど
き
、
さ
め
〴
〵
と
な
か
れ
け

る
。
（
中
略
）
「
三
位
中
将
殿
よ
り
御
文
の
候
」
と
申
せ
ば
、
年
ご
ろ
は
は

ぢ
て
見
え
た
ま
は
ぬ
女
房
の
、
せ
め
て
の
思
ひ
の
あ
ま
り
に
や
、
「
い
づ

ら
や
、
い
づ
ら
」
と
て
は
し
り
出
て
、
手
づ
か
ら
文
を
と
ッ
て
見
た
ま
へ

ば
、
西
国
よ
り
と
ら
れ
て
あ
り
し
あ
り
さ
ま
、
け
ふ
あ
す
と
も
知
ら
ぬ
身

の
ゆ
く
へ
な

ン
ど
、
こ
ま
〴
〵
と
書
き
つ
ゞ
け
、
お
く
に
は
一
首
の
歌
ぞ

有
り
け
る
。

涙
河
う
き
名
を
流
す
身
な
り
と
も
い
ま
一
た
び
の
あ
ふ
せ
と
も
が
な

（

27）

『
稚
児
今
参
り
』
の
稚
児
は
、
比
叡
山
に
病
気
療
養
と
嘘
を
つ
き
、
女
装
を

し
て
内
大
臣
家
の
女
房
に
な
っ
た
。
稚
児
は
入
内
が
決
ま
っ
て
い
る
姫
君
と
関

係
を
持
ち
、
懐
妊
さ
せ
る
。
稚
児
は
世
の
常
な
ら
ぬ
行
為
を
行
い
、
「
罪
」
を

背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
自
ら
の
過
失
に
よ
っ
て
、
恋
人
と
の
別
れ
を
も
た
ら

し
た
点
で
重
衡
と
類
似
し
て
い
る
。
「
な
み
た
か
は
」
か
つ
「
う
き
名
を
な
が

す
」
を
含
む
歌
は
平
家
物
語
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
は
そ
の
句
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
。
同
じ
和
歌

か
ら
取
ら
れ
た
例
と
し
て
「
今
は
は
や

う
き
名
な
が
し
て

涙
川

せ
く
と

思
ひ
し

袖
も
か
ひ
な
し
」
（
『
飛
月
集
』
一
一
四
、
顕
恋
、
為
忠
）
が
あ
る
。

「
う
き
名
な
が
し
て
」
か
つ
「
涙
川
」
を
含
む
和
歌
は
『
飛
月
集
』
の
み
に
存

在
す
る
。

次
に
掲
げ
る
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
八
首
目
の
和
歌
は
絵
巻
に
な
く
、
奈

良
絵
本
の
み
に
存
在
す
る
。

『
ち
ご
い
ま
』
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し
の
は
す
は

と
は
ま
し
物
を

人
し
れ
す

わ
か
れ
の
う
ち
の

ま
た

わ
か
れ
ち
を

（

28）

『
飛
月
集
』

し
の
ば
ず
は

人
に
と
は
ま
し

現
と
も

夢
と
も
わ
か
ぬ

け
さ
の
わ

か
れ
ぢ
（
後
朝
恋
・
一
〇
五
）
（

29）

奈
良
絵
本
に
の
み
存
在
す
る
前
掲
の
和
歌
は
、
二
条
祐
守
・
作
『
飛
月
集
』
一

〇
五
番
詠
と
類
似
し
て
い
る
。
「
し
の
ば
ず
は
」
か
つ
「
わ
か
れ
ぢ
」
の
句
を

含
む
の
は
『
飛
月
集
』
一
〇
五
番
詠
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
『
飛
月
集
』
を

目
に
す
る
事
が
で
き
た
の
は
限
ら
れ
た
人
間
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
た
ま
た
ま
一

致
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
『
飛
月
集
』
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
七
月
十
二
日
、
八
月
二
十

九
日
、
九
月
十
一
日
、
十
月
二
十
五
日
の
四
回
の
月
次
歌
会
の
作
で
、
そ
れ
ぞ

れ
詠
三
首
和
歌
と
続
歌
三
十
首
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
作
者
に
は
二
条
家
の
為

世
、
為
定
、
為
忠
、
為
冬
、
法
印
隆
淵
、
鴨
祐
夏
、
祐
光
、
祐
躬
、
邦
祐
、
祐

守
、
ら
が
い
る

（

30）。
『
飛
月
集
』
の
和
歌
に
は
『
平
家
物
語
』
と
類
似
し
た

和
歌
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
作
者
の
平
家
好
み
が
反
映
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

『
飛
月
集
』
を
享
受
で
き
た
人
物
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
奈

良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
と
『
飛
月
集
』
の
和
歌
は
、
ど
ち
ら
も
重
衡
の
和
歌
を

本
歌
に
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
『
飛
月
集
』

の
和
歌
と
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
和
歌
が
類
似
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
「
み
く
つ
」
が
語
る
も
の

重
衡
の
「
涙
河
う
き
名
を
流
す
身
な
り
と
も
い
ま
一
た
び
の
あ
ふ
せ
と
も
が

な
」
は
、
三
角
が
指
摘
し
た
よ
う
に

①
の
和
歌
が
平
家
取
り
し
て
い
る
点
を
踏

ま
え
る
と
、

⑥
の
和
歌
に
投
影
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

絵
巻
に
は
な
い

⑤
⑥
の
和
歌
が
奈
良
絵
本
に
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
重
衡
の
歌
を

本
歌
に
す
る
事
に
よ
っ
て
『
平
家
』
の
悲
し
い
別
れ
の
場
面
を
連
想
さ
せ
よ
う

と
し
た
奈
良
絵
本
作
者
の
意
図
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
『
平
家
物
語
』
の

涙
川
の
歌
は
、
な
ぜ
姫
君
に
よ
っ
て
本
歌
取
り
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

内
裏
女
房
は
重
衡
の
手
紙
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
「
涙
川
」
の
歌
に
以
下
の
歌

を
返
し
た
。

君
ゆ
ゑ
に
わ
れ
も
う
き
名
を
流
す
と
も
そ
こ
の
み
く
づ
と
と
も
に
成
り
な

む
（

31）

「
川
底
の
水
屑
に
な
る
」
は
、
本
来
身
投
げ
し
て
死
ぬ
場
合
に
使
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
前
の
歌
の
「
川
」
の
縁
で
言
っ
た
も
の
で
、
た
だ
死
ぬ
意
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
女
房
の
歌
は
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
他
の
箇
所
に
も
引
歌
さ

れ
て
い
る
。

奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
に
お
い
て
、
姫
君
が
内
大
臣
邸
で
稚
児
の
も
と
へ

逃
げ
よ
う
と
決
意
す
る
際
、

そ
こ
の
み
く
つ
と
も
、
な
り
な
は
や
と
、
お
ほ
し
し
つ
め
と
、
う
き
た
る

な
を
や
、
な
か
さ
ん
と
な
き
あ
と
さ
へ
、
又
う
し
ろ
め
た
く
お
ほ
し
わ
つ

ら
ふ
、
心
の
う
ち
の
、
く
る
し
さ
は
、
た
か
つ
ら
さ
と
も
、
お
も
ひ
わ
か

れ
ぬ
、
心
地
し
て

（

32）
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と
考
え
、
内
裏
女
房
の
歌
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
「
君
ゆ
ゑ
に
」
の
歌
に
出
て
く
る
「
底
の
水
屑
」
は
、
前
の
歌
の
「
涙

川
」
を
受
け
て
使
用
さ
れ
た
措
辞
で
、
「
川
に
身
を
投
げ
る
」
の
意
で
は
な
く
、

単
に
「
死
ぬ
」
意
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
『
ち
ご
い
ま
』
の
姫
君
が
山
中
を

さ
迷
う
場
面
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

う
す
き
ぬ
は
か
り
、
い
と
し
と
け
な
け
に
、
ひ
き
か
つ
い
て
、
い
て
給
へ

と
、
な
ら
は
ぬ
事
な
れ
は
、
い
つ
か
た
へ
行
く
へ
し
と
も
、
お
ほ
え
す
、

か
は
あ
る
、
あ
た
り
を
も
、
し
ら
ね
は
、
た
ち
わ
つ
ら
ひ
て
お
は
す
る
に
、

（
中
略
）
人
や
み
ん
、
と
い
と
は
し
た
な
く
て
、
木
の
も
と
に
、
た
ち
か

く
れ
て
、
お
は
す
れ
ば
、
（
中
略
）
み
を
す
つ
べ
き
と
こ
ろ
も
、
お
ほ
え

ね
は
、
し
ら
く
も
の
、
こ
え
ぬ
山
も
な
く
、
（
中
略
）
も
し
、
水
あ
る
と

こ
ろ
も
や
と
、
し
つ
み
給
は
ん
所
を
、
た
つ
ぬ
れ
と
、
山
の
井
の
、
あ
さ

き
ち
き
り
の
、
す
へ
た
に
も
な
し
、
か
わ
あ
ら
ん
、
ふ
か
き
山
中
に
、
日

く
ら
し
、
た
と
り
あ
り
き
給
へ
は
、
や
う
〳
〵
暮
行
く
ま
ゝ
に

（

33）、

お
そ
ら
く
奈
良
絵
本
の
作
者
は
、
内
裏
女
房
の
和
歌
の
「
底
の
水
屑
」
を
「
入

水
す
る
」
の
意
で
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
姫
君
は
山
中
で
身
を
投

げ
る
た
め
の
川
を
求
め
て
彷
徨
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
は

⑤
⑥
の
和
歌
が
な
い
が
、
内
裏
女
房
の
和
歌

の
「
底
の
水
屑
」
は
、
絵
巻
物
の
散
文
に
引
か
れ
て
い
る
。

日
か
す
に
そ
え
て
は
、
御
は
ら
も
、
ふ
く
ら
か
に
な
り
給
へ
ば
、
た
た
、

う
ち
ふ
し
て
の
み
そ
、
を
は
し
ま
し
け
る
、
そ
こ
の
み
く
つ
と
も
、
な
り

な
ん
や
と
は
、
お
ほ
せ
と
も
、
ひ
ま
も
な
け
れ
は
、
い
て
た
ま
は
ん
こ
と

も
、
か
な
は
ぬ
に

（

34）、

『
木
幡
の
時
雨
』
の
中
の
君
が
川
に
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
場
面
に
も
、
「
底

の
水
屑
」
「
底
の
藻
屑
」
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

女
郎
花
の
生
絹
の
単
に
袴
ば
か
り
を
着
給
ひ
て
、
歩
み
い
で
給
ふ
心
の
う

ち
い
と
か
な
し
。
「
宮
た
ち
の
御
行
く
末
も
、
我
さ
へ
亡
く
な
り
な
ば
、

た
だ
人
に
て
や
果
て
給
は
ま
し
」
と
思
す
が
い
と
か
な
し
。
（
中
略
）
今

宵
は
こ
と
に
七
月
七
日
な
れ
ば
、
七
夕
の
契
り
も
か
つ
は
う
ら
や
ま
し
く

て
、

七
夕
の
逢
ふ
瀬
は
よ
そ
に
な
し
果
て
て
底
の
藻
屑
と
な
る
ぞ
か
な
し
き

と
思
ひ
続
け
て
、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で
泣
き
お
は
す
る
に
、
こ
こ
に
舟
に

て
漁
り
す
る
人
な
ん
船
さ
し
の
ぼ
る
。
（
中
略
）
「
さ
て
も
心
憂
か
り
け
る

御
心
か
な
。
い
ま
ひ
と
た
び
同
じ
心
に
逢
ひ
見
ん
と
は
思
し
召
さ
で
、
な

ど
や
浮
き
た
る
波
に
漂
ひ
給
ひ
け
る
ぞ
」
と
恨
み
給
へ
ば
、
「
憂
き
身
の

お
き
所
侍
ら
で
、
底
の
水
屑
と
な
ら
ん
と
思
ひ
た
ち
侍
り
し
を
、
心
憂
く

も
」
と
の
給
ふ
ぞ

（

35）、

『
木
幡
の
時
雨
』
の
中
の
君
は
中
納
言
の
乳
母
子
・
兵
衛
の
佐
か
ら
意
に
そ

ま
ぬ
求
婚
を
さ
れ
、
屋
敷
を
抜
け
だ
し
て
川
に
身
を
投
げ
よ
う
と
し
た
。
こ
の

場
面
は
『
平
家
物
語
』
の
重
衛
と
内
裏
女
房
の
和
歌
の
影
響
が
見
え
る
。
そ
し

て
『
ち
ご
い
ま
』
の
姫
君
が
屋
敷
を
抜
け
出
し
、
身
を
投
げ
る
川
を
探
し
て
山

中
を
流
離
す
る
部
分
に
も
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

『
稚
児
今
参
り
物
語
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

の
女
君
は
、
自
分
が
産
ん
だ
子
を
置
き
去
り
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
宇
治
の
宰

相
の
中
将
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
は
男
装
し
て
帝
に
仕
え
て
い

た
と
い
う
経
験
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
人
で
逃
走
す
る
決
意
が
で
き
た
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と
考
え
ら
れ
る
。
女
君
に
逃
げ
ら
れ
て
嘆
き
悲
し
む
だ
け
の
宰
相
の
中
将
と
は

対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
『
ち
ご
い
ま
』
の
場
合
、

①
⑤
で
稚
児
が
た
だ
嘆
く
歌
を
詠
む
の
に
対

し
て
、
姫
君
は

②
⑥
で
よ
り
能
動
的
に
自
分
の
気
持
ち
を
示
し
て
い
る
。
鈴
木

弘
道
は
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
稚
児
と
姫
君
の
関
係
が
、
『
と
り
か
へ
ば
や

物
語
』
の
女
君
と
宰
相
の
中
将
の
関
係
に
類
似
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

（

35）。

和
歌
の
面
で
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

『
と
り
か
へ
ば
や
』
の
女
君
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
男
性
だ
が
、
実
際

の
性
別
は
女
性
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
女
は
男
装
し
て
世
を
謀
っ
た
罪
と
、
母

で
あ
り
な
が
ら
子
を
置
き
去
り
に
し
、
捨
て
た
罪
を
負
う
。
『
稚
児
今
参
り
物

語
』
の
場
合
、
東
宮
へ
の
入
内
を
控
え
た
姫
君
は
不
義
の
子
を
身
ご
も
り
、
発

覚
し
て
は
な
ら
な
い
秘
密
を
抱
え
た
。
京
で
稚
児
が
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
噂
を

聞
き
、
姫
君
は
臨
月
を
控
え
た
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
逃
亡
す
る
こ
と

を
決
意
す
る
。
こ
の
場
面
は
鈴
木
が
指
摘
し
た
よ
う
に
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

の
女
君
が
宇
治
か
ら
一
人
で
逃
亡
す
る
場
面
を
連
想
さ
せ
る

（

36）。

『
木
幡
の
時
雨
』
で
は
「
底
の
水
屑
」
と
共
に
「
底
の
藻
屑
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
十
八
巻
』
（
小
学
館
）
の
「
み
く

ず
と
な
る
」
の
項
で
は
「
水
中
で
死
ぬ
。
溺
死
す
る
意
の
た
と
え
」
と
し
て
定

義
さ
れ
て
い
た
。
「
藻
屑
」
は
「
海
中
に
あ
る
藻
な
ど
の
屑
。
ま
た
そ
の
よ
う

に
は
か
な
い
も
の
」
と
い
う
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
も
く
ず
と
な
る
」
は
「
海

で
死
ぬ
こ
と
の
た
と
え
に
言
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
「
底
の
水
屑
」
お
よ
び
「
底
の
藻
屑
」
の
使

用
例
を
調
べ
た
結
果
、
「
水
屑
」
は
「
川
お
よ
び
海
以
外
の
水
中
」
を
示
す
語

と
共
に
使
わ
れ
、
海
と
共
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
藻
屑
」
は
、

共
に
使
用
さ
れ
る
語
を
特
に
限
定
し
て
い
な
か
っ
た

（

37）。

『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
姫
君
は
山
中
で
「
身
を
投
げ
る
た
め
の
川
」
を
捜

し
て
さ
ま
よ
う
。
そ
の
場
面
を
表
現
す
る
語
彙
と
し
て
使
わ
れ
た
の
が
「
底
の

水
屑
」
で
あ
る
。
川
に
身
を
投
げ
る
モ
チ
ー
フ
は
「
稚
児
ヶ
淵
伝
説
」
を
は
じ

め
と
し
て
「
稚
児
物
」
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
王
朝
物
語
に
お
い
て
も
、
『
源

氏
物
語
』
の
浮
舟
や
『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
女
君
の
よ
う
に
姫
君
が
入
水
す

る
例
は
複
数
あ
る
。
「
底
の
水
屑
」
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
、
『
稚
児
今
参
り
物

語
絵
巻
』
の
作
者
が
『
平
家
物
語
』
を
意
識
し
て
執
筆
し
た
と
は
言
い
き
れ
な

い
。し
か
し
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
作
者
は
、
離
別
の
場
面
で
『
平
家
物
語
』

か
ら
二
首
、
本
歌
取
り
を
し
た
。
ど
ち
ら
の
和
歌
も
巻
十
・
内
裏
女
房
か
ら
取
っ

て
い
る
。

③
の
和
歌
の
本
歌
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
よ
う
に
三
角
洋
一
が
『
平

家
物
語
』
か
ら
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
意
図
的
に
「
平
家
取
り
」
が
な
さ
れ
た

と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

六
、
平
家
物
語
の
女
君
と
ち
ご
い
ま

奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
で
追
加
さ
れ
た
描
写
に
留
意
す
べ
き
す
べ
き
点
が

あ
る
。
稚
児
の
乳
母
が
行
方
不
明
の
稚
児
の
た
め
に
祈
る
場
面
で
は
、

た
ゝ
、
こ
の
ち
こ
の
ゆ
く
ゑ
、
今
一
た
ひ
、
き
か
せ
給
ひ
て
、
こ
の
世
に

て
、
あ
は
せ
給
へ
、
又
な
き
か
す
に
も
、
な
り
た
ら
は
、
は
や
く
、
お
し

か
ら
ぬ
い
の
ち
を
め
し
て
、
ひ
と
つ
は
ち
す
の
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つ
ゆ
の
ち
き
り
を
、
む
す
は
せ
て
、
た
は
せ
給
へ
と
、
あ
け
く
れ
、
い
の

り
け
る
に

れ
い
の
、
よ
の
お
こ
な
ひ
に
、
を
き
て
、
ほ
ん
そ
ん
に
、
む
か
ひ
た
て
ま

つ
り
て
、
な
く
〳
〵
、
く
わ
こ
ゆ
う
れ
い
、
と
ん
せ
う
ほ
た
い
と
、
申
あ

り
け
り

（

38）

と
、
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
平
家
物
語
』
灌
頂
の
巻
の
、

は
る
か
に
御
覧
じ
お
く
ら
せ
給
ひ
て
、
還
御
も
や
う
〳
〵
の
び
さ
せ
給
ひ

け
れ
ば
、
御
本
尊
に
む
か
ひ
奉
り
、
「
先
帝
聖
霊
、
一
門
亡
魂
、
成
等
正

覚
、
頓
証
菩
提
」
と
、
な
く
〳
〵
い
の
ら
せ
給
ひ
け
り
。
（
中
略
）
西
に

む
か
ひ
手
を
あ
わ
せ
、
「
過
去
聖
霊
、
一
仏
浄
土
へ
」
と
祈
ら
せ
給
ふ
こ

そ
悲
し
け
れ

（

39）。

を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
『
ち
ご
い
ま
』
で
は
稚
児
の
乳
母
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
稚
児
の
身
を
案
じ
、
建
礼
門
院
と
類
似
し
た
句
を
唱
え
て
い

る
。
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
作
者
が
稚
児
に
安
徳
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
あ
わ
せ
て
描
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

建
礼
門
院
は
灌
頂
巻
・
女
院
出
家
に
お
い
て

女
房
達
さ
の
み
た
け
く
、
二
位
殿
・
越
前
の
三
位
の
う
へ
の
や
う
に
、
水

の
底
に
も
沈
み
給
は
ね
ば
、
武
士
の
あ
ら
け
な
き
に
と
ら
は
れ
て
、
旧
里

に
か
へ
り
、
わ
か
き
も
老
い
た
る
も
さ
ま
を
か
へ
、
か
た
ち
を
や
つ
し
、

あ
る
に
も
あ
ら
れ
ぬ
あ
り
さ
ま
に
て
ぞ
、
思
ひ
も
か
け
ぬ
谷
の
底
、
岩
の

は
ざ
ま
に
あ
か
し
暮
ら
し
給
ひ
け
る

（

40）。

と
、
越
前
の
三
位
通
盛
の
北
の
方
・
小
宰
相
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

巻
第
九
・
小
宰
相
投
身
に
は
、

昔
よ
り
男
に
お
く
る
ゝ
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
さ
ま
を
か
ふ
る
は

常
の
な
ら
ひ
、
身
を
投
ぐ
る
ま
で
は
有
り
が
た
き
た
め
し
也
。
忠
臣
は
二

君
に
つ
か
へ
ず
、
貞
女
は
二
夫
に
ま
み
え
ず
と
も
、

か
や
う
の
事
を
や
申
べ
き

（

41）。

と
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
の
女
性
の
中
で
実
際
に
身
を
投
げ
た
一
人
が
、
通
盛

の
北
の
方
・
小
宰
相
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
君
ゆ
ゑ
に
わ
れ
も
う
き
名
を
な
が
す
と
も
そ
こ
の
み
く
づ
と
と

も
に
な
り
な
む
」
と
詠
ん
だ
内
裏
女
房
の
場
合
は
ど
う
か
。
彼
女
の
恋
人
・
重

衡
は
法
然
に
会
い
、
奈
良
炎
上
の
罪
を
認
め
、
悪
人
の
後
生
が
助
か
る
方
法
を

問
う
。
そ
し
て
そ
の
後
、
彼
は
懺
悔
と
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
斬
ら
れ
た
。
「
悪

人
往
生
」
し
た
の
で
あ
る

（

42）。

和
歌
で
は
「
底
の
水
屑
」
と
詠
ん
だ
が
、
重
衡
の
死
後
、
内
裏
女
房
は
出
家

を
し
、
重
衡
の
罪
を
浄
化
、
鎮
魂
す
る
巫
女
的
役
割
を
果
た
し
た
。
加
え
て
自

ら
の
往
生
も
祈
っ
て
い
る
。
恋
人
の
罪
を
浄
化
す
る
と
い
う
点
で
は
、
『
稚
児

今
参
り
物
語
』
の
姫
君
と
共
通
す
る
。
そ
し
て
建
礼
門
院
も
灌
頂
の
巻
に
お
い

て
出
家
し
、
安
徳
天
皇
と
平
家
一
門
の
供
養
を
行
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
作
者
が
『
平
家

物
語
』
の
内
裏
女
房
の
逸
話
や
灌
頂
の
巻
か
ら
引
用
し
た
の
は
、
姫
君
が
稚
児

の
罪
を
浄
化
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
示
唆
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
尼
天
狗
は
仏
道
に
励
み
、
自
ら
犠
牲
に
な
る
こ
と

で
稚
児
と
姫
君
の
命
を
救
っ
た
。
岡
見
正
雄
は
「
尼
天
狗
」
が
応
永
本
『
平
家

物
語
』
第
二
本
「
法
王
御
灌
頂
事
」
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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「
ア
マ
さ
へ
念
仏
申
者
ヲ
妨
ケ
テ
嘲
リ
ナ
ム
ト
ス
ル
者
必
ス
死
レ
ハ
天
狗

道
ニ
堕
ト
云
ヘ
リ
」
と
も
、
「
八
宗
ノ
智
者
ニ
テ
天
魔
ト
ナ
ル
カ
故
ニ
是

ヲ
ハ
天
狗
ト
申
ナ
リ
」
と
も
あ
り
、
尼
天
狗
と
法
師
天
狗
と
が
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る

（

43）。

女
性
の
天
狗
は
珍
し
い
こ
と
か
ら
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
作
者
は
『
平

家
物
語
』
を
意
識
し
た
上
で
、
尼
天
狗
を
創
作
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

し
て
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
は
稚
児
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罪
を
負
い
、
浄
化

す
る
役
割
が
稚
児
か
ら
姫
君
と
尼
天
狗
に
変
え
ら
れ
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
。
徳
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
は
、
『
天
狗
草
紙
』

等
、
天
狗
説
話
と
仏
教
の
関
連
か
ら
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

七
、
お
わ
り
に

『
稚
児
今
参
り
物
語
絵
巻
』
と
『
ち
ご
い
ま
』
の
本
歌
は
、
『
と
り
か
へ
ば

や
物
語
』
の
他
に
散
逸
物
語
『
水
無
瀬
川
』
、
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
、

『
平
家
物
語
』
『
木
幡
の
時
雨
』
の
影
響
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
こ
れ
ら
の
古
典
籍
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
人

物
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。

奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
に
は
、

こ
の
ち
こ
と
申
は
、
も
と
の
ね
さ
し
、
あ
た
な
ら
す
、
き
た
の
ふ
ち
な
み

の
御
す
ゑ
に
て
、
お
は
す
ま
せ
と

ち
ゝ
は
ゝ
、
な
く
な
り
給
ひ
て
、
め
の
と
は
か
り
か
そ
て
た
た
り
し
を
、

や
ま
の
そ
う
し
ゃ
う
、
い
と
け
な
く
よ
り
、
御
身
を
さ
ら
ぬ
か
け
に
て
あ

り
し
に

（

44）

と
加
筆
さ
れ
、
主
人
公
の
稚
児
は
「
藤
原
北
家
」
の
流
れ
を
く
む
人
物
で
あ
る

要
素
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

『
稚
児
今
参
ノ
双
紙
』
と
日
記
に
記
載
し
た
西
洞
院
時
慶
は
藤
原
北
家
の
流

れ
を
く
む
飛
鳥
井
家
出
身
で
あ
っ
た
。
「
児
今
参
ノ
双
紙
初
而
一
見
候
」
と
書

い
て
い
る
こ
と
か
ら
時
慶
が
成
立
・
享
受
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
と
考
え
ら

れ
る
が
、
時
慶
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
写
本
を
保
有
し
て
い
た
の
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
時
慶
の
交
友
関
係
が
あ
る
人
物
の
中
に
奈
良
絵
本
の
作

者
が
存
在
す
る
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

『
稚
児
今
参
ノ
双
紙
』
を
目
に
し
た
時
慶
が
、
藤
原
北
家
の
流
れ
を
く
む
飛

鳥
井
家
か
ら
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く
む
西
洞
院
家
に
入
っ
て
再
興
し
た
事
を
踏

ま
え
る
と
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
作
者
は
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
絵
巻

に
較
べ
て
『
平
家
物
語
』
の
影
響
を
よ
り
色
濃
く
し
、
当
時
の
読
者
に
よ
り
迎

え
ら
れ
る
よ
う
な
趣
向
に
改
作
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
ち
ご
い
ま
』
を
稚
児
物
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
稚
児
が
入
水
を
す
る
の

が
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
姫
君
が
入
水
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の

点
に
関
し
て
は
、
『
秋
の
夜
長
物
語
』
稚
児
・
梅
若
の
入
水
等
を
題
材
に
別
稿

に
て
検
討
し
た

（

45）。
そ
の
際
、
尼
天
狗
の
兜
率
天
往
生
に
お
い
て
『
我
が
身

に
た
ど
る
姫
君
』
と
の
類
似
点
が
複
数
見
ら
れ
た
。
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』

の
成
立
は
、
九
条
家
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
お
り

（

46）、
九
条
家
が
写
本
の

一
つ
を
保
有
し
て
い
た

（

47）。
時
慶
が
目
に
し
た
『
児
今
参
双
紙
』
の
成
立
に

九
条
家
の
人
間
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
成
立
私
考
で
は
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
写
本
を
「
時
慶
に
ゆ
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か
り
の
あ
る
人
物
が
写
本
を
保
有
し
て
い
た
」
と
い
う
作
業
仮
説
を
た
て
た
。

市
古
貞
次
が
「
中
世
小
説
の
作
者
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
作
者
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
「
筆
結
の
物
語
」
を
除
き

（

48）、
大
半
の
お
伽
草
子
は
作
者
を
特
定

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
今
回
の
検
証
は
推
定
の
粋
を
出
な
い
が
、
散
逸
物
語
『
す

ま
ひ
（
相
撲
）
』
や
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
な
ど
少
数
が
閲
覧
し
た
で
あ

ろ
う
物
語
と
の
類
似
点
が
見
ら
れ
た
。

奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
最
後
は
、
「
此
の
物
か
た
り
を
、
御
ら
ん
す
る
、

と
も
か
ら
は
、
よ
く
〳
〵
、
ひ
す
へ
し
〳
〵

（

49）」
と
終
え
ら
れ
て
い
る
。

『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
は
九
条
家
と
縁
が
あ
り
、
『
飛
月
集
』
は
二
条
家

に
縁
が
あ
る
。
慶
長
四
年
に
は
二
条
昭
実
が
秀
吉
の
側
室
だ
っ
た
三
の
丸
を
娶

り
、
慶
長
九
年
に
九
条
幸
家
は
江
の
娘
・
豊
臣
完
子
と
婚
姻
し
た
。
奈
良
絵
本

『
ち
ご
い
ま
』
が
「
嫁
入
り
本
」
と
し
て
制
作
さ
れ
た
な
ら
ば
、
時
慶
周
辺
の

人
物
の
婚
姻
を
鍵
に
、
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
成
立
範
囲
を
狭
め
て
い
く
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

以
上
、
「
和
歌
の
詠
出
技
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
趣
向
・
表
現
な
ど
の
面
を

中
心
に
、
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
の
創
作
と
作
者
像
に
か
か
わ
り
が
あ
り
そ
う

な
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
。
『
稚
児
今
参
り
物
語
』
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』

と
王
朝
物
語
の
受
容
に
は
、
ま
た
新
し
い
観
点
か
ら
の
評
価
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
後
考
を
用
意
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
染
谷
裕
子
「
絵
巻
に
お
け
る
本
文
と
画
中
詞
比
較
の
試
み

－
『
稚
児
今

参
り
物
語
』
の
場
合
」
（
「
語
文
」
第
一
二
一
号

日
本
大
学
国
文
学
会

二
〇

〇
五
・
三
）
。

（
２
）
美
濃
部
重
克
「
御
伽
草
子

表
現
の
仕
組
み

－
絵
と
画
中
詞

－
」
（
『
中

世
伝
承
文
学
の
諸
相
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）
。
美
濃
部
は
「
本
文
に
よ
っ

て
も
、
絵
と
画
中
詞
だ
け
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
」
絵
巻
で
あ

る
点
、
「
本
文
と
絵
画
の
領
分
と
に
よ
っ
て
物
語
が
二
重
に
表
現
さ
れ
て
い
る

点
、
本
文
中
の
会
話
文
は
「
侍
」
、
画
中
詞
は
「
候
」
と
い
う
顕
著
な
傾
向
が

あ
る
点
を
指
摘
し
た
。

（
３
）
徳
田
和
夫
・
編
『
お
伽
草
子
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）

三
三
八
～
三
三
九
頁
を
参
照
。

（
４
）
前
掲
書
三
五
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
５
）
（
翻
刻
・
注
釈
）
阿
部
泰
郎
監
修
、
末
松
美
咲
編
「
『
ち
ご
い
ま
』
物
語

絵
巻
・
絵
本
研
究
資
料
集
」
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
比
較
人
文
学
研
究
室

二
〇
一
二
年
三
月
。
（
翻
刻
・
注
釈
）
阿
部
泰
郎
監
修
・
末
松
美
咲
編
『
『
ち
ご

い
ま
』
全
注
釈
』
（
「
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報
（
別
冊
）
」
所
収

二
〇
一
二
年
三
月
。
小
論
執
筆
時
点
で
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
（

h
t
t
p
:
/
/
w
o

m
e
n
.
r
o
i
s
.
a
c
.
j
p
/
?
a
c
t
i
v
e
_
a
c
t
i
o
n
=
c
v
c
l
i
e
n
t
_
v
i
e
w
_
m
a
i
n
_
i
n
i
t
&
b
l
o
c
k
_

i
d
=
8
6
&
d
i
s
p
l
a
y
_
t
y
p
e
=
c
v
&
c
v
i
d
=
a
t
s
u
k
o
.
h
&
t
y
p
e
=
p
a
p
e
r
&
p
a
g
e
=
4
&
n
u
m
=
5
）

が
あ
る
。

（
６
）
絵
入
り
本

研
究
集
会

二
〇
一
一
・
九
に
お
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学

絵
入
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
古
屋
大
学
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
と
の
共
催
で
阿
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部
泰
郎
に
よ
る
「
『
ち
ご
い
ま
』
と
稚
児
物
語
の
世
界
」
、
名
古
屋
大
学
文
学
研

究
科
に
よ
る
「
『
ち
ご
い
ま
』
の
総
合
的
研
究
」
が
発
表
さ
れ
た
。
（

h
t
t
p
:
/
/
w

w
w
.
e
i
r
i
.
k
e
i
o
.
a
c
.
j
p
/
e
n
t
r
y
/
1
2
0
.
h
t
m
l
）
。
日
本
文
学
協
会
の
第
三
一
回
研

究
発
表
大
会
に
お
い
て
、
鹿
谷
祐
子
が
「
お
伽
草
子
『
稚
児
今
参
物
語
』
と
『
源

氏
物
語
』
」
を
発
表
し
た
。
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
3
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/
~
b
u
n
g
a
k
u
/
w
h
a
t
s
n
e

w
/
2
0
1
1
_
6
k
e
n
k
y
u
h
a
p
p
y
o
u
.
h
t
m
l
）
。

（
７
）
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
と
そ
の
周
辺
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

一
年
）
二
六
一
頁
。
「
慶
長
十
年
（
中
略
）
三
月
四
日

児
今
参
ノ
双
紙
初
而

一
見
候
（
時
慶
卿
記
）
」
を
参
考
に
し
た
。
濱
中
修
は
市
古
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

徳
田
前
掲
書
（
注
３
参
看
）
に
お
い
て
成
立
期
を
「
慶
長
十
年
三
月
四
日
以
前
」

と
し
て
い
る
。

（
８
）
村
山
修
一
『
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
と
京
都

西
洞
院
時
慶
の
日
記
に

見
る
世
相
』
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
二
～
三
頁
。

（
９
）
前
掲
書
三
～
五
頁
、
六
八
頁
を
参
照
。

（

10）
前
掲
書
一
六
四
～
一
七
二
頁
を
参
照
し
、
村
山
氏
の
分
類
に
基
づ
き
、

私
に
訂
補
を
加
え
た
。

（

11）
松
本
隆
信
・
横
山
重
・
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成

第
九
』
（
角
川
書

店
、
一
九
八
一
年
）
二
六
五
頁
。
奈
良
絵
本
『
ち
ご
い
ま
』
の
本
文
・
和
歌
は

松
本
隆
信
・
横
山
重
・
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成

第
九
』
（
角
川
書
店
、
一

九
八
一
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（

12）
鈴
木
弘
道
氏
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
影
響
作
品
」
（
『
平
安
末
期
物
語

に
つ
い
て
の
研
究
』
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
一
年
）
三
八
二
頁
。

（

13）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
六
三
頁
。

（

14）
鈴
木
前
掲
書
（
注

12参
看
）
三
八
三
頁
。

（

15）
鈴
木
前
掲
書
（
注

12参
看
）
三
八
三
頁
。

（

16）
松
本
隆
信
・
編
『
室
町
物
語
大
成

補
遺
二
』
（
一
九
八
八
年
、
角
川

書
店
）
二
〇
七
頁
。
こ
の
和
歌
は
絵
巻
の
み
に
存
在
し
、
奈
良
絵
本
で
は
削
除

さ
れ
て
い
る
。

（

17）
樋
口
芳
麻
呂
校
注
『
王
朝
物
語
秀
歌
選
（
下
）

風
葉
和
歌
集
下
・
源

氏
物
語
歌
合
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
年
）
一
六
三
頁
。
「
忘
れ
ば
や
と
憂
き

に
幾
度
思
へ
ど
も
な
ほ
面
影
の
身
を
も
離
れ
ぬ
」
は
、
巻
五
・
二
一
五
の
和
歌

で
あ
る
。

（

18）
樋
口
前
掲
書
（
注

24参
看
）
四
一
八
～
四
一
九
頁
。

（

19）
宮
崎
裕
子
「
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
復
元
考
」
（
「
文
獻
探
求

四
九
」
所
収
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
五
頁
。

（

20）
山
田
和
則
「
散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）
』
復
元
試
論

�
「
男
色
物
」

な
る
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
開
放
を
目
指
し
て

�
」
（
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

九

〇
号
」
所
収
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）
二
五
頁
。

（

21）
山
田
前
掲
書
（
注

20参
看
）
二
五
～
二
六
頁
。

（

22）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
五
六
～
二
六
六
頁
。
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
お
い
て
、
「
か
り
そ
め
の
」
か
つ
「
あ
か
つ
き
」
を
含
む
和
歌
は
、
「
白
河
殿

七
百
首
」
（
第
十
巻
所
収
）
の
一
四
三
番
詠
の
み
で
あ
っ
た
。

草
庵
月

前
大
納
言

か
り
そ
め
の
草
の
庵
り
の
旅
枕
あ
か
つ
き
し
る
き
月
の
か
げ
か
な
（
一
四

三
）

（

23）
三
角
洋
一
『
物
語
の
変
貌
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年
）
三
三
二
頁
。
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（

24）
樋
口
芳
麻
呂
・
校
注
『
王
朝
物
語
秀
歌
選
（
上
）

物
語
二
百
番
歌
合

・
風
葉
和
歌
集
上
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
）

四
一
九
～
四
二
〇
頁
。

（

25）
三
角
洋
一
「
散
逸
物
語
《
鎌
倉
期
》
」
（
三
谷
栄
一
・
編
「
体
系
物
語
文

学
史

第
五
巻

物
語
の
系
譜

鎌
倉
時
代

二
」
所
収
、
一
九
九
一
年
）
と
、

同
書
所
収
、
「
《
付
》
散
逸
物
語
辞
典

－
鎌
倉
時
代
物
語
編
」
の
水
無
瀬
川
の
項

を
参
照
。

（

26）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
五
七
頁
。

（

27）
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明

校
注
『
平
家
物
語

四
』
（
岩
波
文
庫
、
一

九
九
九
年
）
二
六
～
二
八
頁
。

（

28）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
五
八
頁
。

（

29）
『
新
編
国
歌
大
観
』

C
D
-
R
O
M
版
を
参
照
。

（

30）
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
一
〇
巻
を
参
照
。

（

31）
梶
原
前
掲
書
（
注

27参
看
）
二
六
八
頁
。

（

32）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
五
八
頁
。

（

33）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
五
九
～
二
六
〇
頁
。

（

34）
松
本
隆
信
・
編
『
室
町
物
語
大
成

補
遺
二
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八

八
年
）
二
二
一
頁
。
「
底
の
水
屑
」
は
こ
の
他
、
絵
巻
の
挿
し
絵
・
第
十
八
図

の
画
中
詞
に
、
「
五

･そ
こ
の
み
く
つ
と
も
、
な
り
な
ん
事
を
、
お
も
ひ
さ
た

め
て
、
い
て
し
か
共
、
あ
や
に
く
に
、
川
の
あ
た
り
へ
は
、
ゆ
か
す
し
て
、
此

の
山
に
、
ま
よ
ひ
は
ん

へ
り
つ
る
（
二
二
六
頁
）
」
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。

（

35）
大
槻
修
・
田
淵
福
子
・
森
下
純
昭
・
校
訂
訳
注
『
中
世
王
朝
物
語
六

木
幡
の
時
雨

風
に
つ
れ
な
き
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
五
四
～
五

五
頁
。

（

36）
鈴
木
前
掲
書
（
注

12参
看
）
第
五
章

と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
影
響
作

品
・
第
二
節

ち
ご
い
ま
」
を
参
照
。

（

37）
C
D
-
R
O
M
版
『
新
編
国
歌
大
観
』
を
元
に
、
「
底
の
水
屑
」
と
「
底
の
藻

屑
」
の
使
用
例
を
私
に
ま
と
め
た
。
「
底
の
水
屑
」
（
底
の
み
く
づ
、
そ
こ
の
み

く
づ
も
含
む
）
の
表
現
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
三
〇
首
で
あ
っ
た
。

「
川
」
と
伴
に
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
一
六
首
、
「
瀬
々
」
は
四
首
、
「
瀬
」
は
ニ

首
、
「
涙
」
は
二
首
、
「
入
り
江
」
は
一
首
、
「
波
」
は
一
首
で
あ
っ
た
。
「
涙
川
」

は
「
川
」
と
「
涙
」
で
そ
れ
ぞ
れ
数
え
た
。

「
底
の
藻
屑
」
（
底
の
も
く
づ
、
そ
こ
の
も
く
づ
も
含
む
）
の
表
現
が
含
ま
れ

て
い
た
の
は
十
首
で
あ
っ
た
。
「
川
」
と
伴
に
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
四
首
、
「
瀬
」

は
二
首
、
「
涙
」
は
二
首
、
「
海
」
は
一
首
、
「
井
戸
」
は
一
首
、
「
池
水
」
は
一

首
、
「
浦
」
は
一
首
で
あ
っ
た
。

（

38）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
六
三
頁
。

（

39）
梶
原
前
掲
書
（
注

27参
看
）
四
一
四
頁
。

（

40）
梶
原
前
掲
書
（
注

27参
看
）
三
八
四
頁
。

（

41）
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明

校
注
『
平
家
物
語

三
』
三
六
〇
頁
。

（

42）
梶
原
前
掲
書
（
注

27参
看
）
戒
文
・
千
手
前
の
巻
を
参
照
。

（

43）
岡
見
正
雄
「
天
狗
説
話
展

望
�
『
天
狗
草
子
』
の
周
辺
」
（
『
室
町
文
学

の
世
界
』
岩
波
書
店

一
九
九
六
年
、
所
収
）
一
八
五
頁
。

（

44）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
六
八
頁
。

（

45）
片
岡
麻
実
「
尼
天
狗
の
「
兜
率
天
往
生
」
私
考

－
『
稚
児
今
参
り
物
語
』

を
参
考
に

－
」
（
未
刊
）

－35－



（

46）
小
島
明
子
「
九
条
家
と
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』

�
物
語
成
立
の

環

境
を
め
ぐ
っ
て

�
」
（
「
国
語
国
文

七
五
巻
一
二
号
」
所
収
、
二
〇
〇
六
年
）

を
参
照
。

（

47）
片
岡
利

博
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
・
下
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇

年
）
二
二
九
頁
を
参
照
。

（

48）
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
年
）

三
八
九
頁
を
参
照
。

（

49）
松
本
前
掲
書
（
注

11参
看
）
二
六
九
頁
。
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